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要約
すべての研究機関と同様、博物館においても、研究の成果を発表するためにリサーチ・ライティングが不

可欠である。それらは展示図録や研究紀要、報告書など様々な刊行物となって出版される。しかし、一般

の研究論文との大きな違いは、不特定多数の読者の要望に応えるために》誰にとっても解りやすくなけれ

ばならないという点である。私立大学の博物館学芸員としての経験をもとに、最初に、原礼子が博物館に

おけるリサーチ・ライティングと一般の研究論文との相違点を考証しながら、解り易い論文の在り方を探

るとともに、博物館が目指す「ハンディー」な図録について述べた。次に、実際に編集を担当してきた福

野明子帆執筆から串版までの問題点および、デスクトップパブリッシング①TP＞の具体的な方法に

ついて紹介した。

Several kinds of text are published by muse㎜s，㎝d they o丑en involve research to some

extent． In this paper， we discuss the nature of research writing at a university museum， and

then consider the actual technical issues we have encountered in our work at the．ICU Hachiro

YUasa Memorial Museum． Because our budget fbr prepa血g and publishing texts is veワ

limited， we have tumed to slnall computers and desk top publishing（DTP）fbr much of our

work． Almost every aspect of publishing is done inside the museum，倉om pla㎜ingl

research， writing， translating， and editing， to Iayout and book design． The Y亘asa Museum has

attempted to produce high－quality material using low－cost methods， but the nature of thi6

museum publication style has yet to be reviewed m6re generally．

博物館に求められるリサーチ・ライティングとは何か

学般の研究論文との相違点

全ての研究者にとって、研究の成果を記録し広く公表するためにリサーチ・ライティン

グが不可欠であるように、博物館で勤務する学芸員にとっても、調査や研究の成果を博：

物館の活動に反映する上で、リサーチ・ライティングは避けては通れぬものである。大

学附属の歴史系博物館で学芸員として勤務してきた経験をもとに、ここでは博物館にお
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けるリサーチ・ライティングの問題について考えてみたい。

 博物館においては大別すると以下のような刊行物のために、リサーチ・ライティング

が必要とされている。

 （1）展示図録（特別展図録、所蔵品図録、展示解説書など）

 （2）報告書（年報、活動報告書、埋蔵文化財発掘調査報告書など）

 （3）研究書（研究紀要、所蔵資料等についての研究書など）

 これらの中でリサーチ・ライティングという言葉の意味に最も近いのは、研究紀要に

学芸員が研究の成果を発表するための論文といえるだろう。しかし、展示活動が主な事

業である博物館においては、展示図録や展示のための解説文が重要な役割をしめてい

る。また、ここで注目されることは（2）や（3）は博物館の予算で作成され、関係研究

機関に無償で配付されることが多いが、（1）は広く一般の人々を対象に有料で販売され

ることである。この予算的な問題については後で触れることにする。

 さて、近年では特別展の図録に、そのテーマに関する研究者の論文が数多く掲載され

る例も増えてきた。充分な研究の成果が多くのページを使って発表される事は、価値の

あることと思うが、一方面電話帳のように厚く、石のように重い図録を手にし、購入を

躊躇する人々も多いのではないだろうか。はたして、誰が、これ程多くの、また専門的

な情報を必要としているのか？

 実は、この疑問に対応しなければならないことが、一般の研究者のリサーチ・ライ

ティングと博物館におけるリサーチ・ライティングが最も異なる点であるといえよう。

どのような論文においても、明瞭で解り易い文章が要求されることは言うまでも無い

が、研究論文においては、読者がある程度その分野の基礎知識を持っていることが想定

される。しかし、博物館において所蔵品の解説をする際には、対象が「誰」であるのか

という点に、特に留意しなければならない。年令や国籍など文化的背景や興味の対象が

異なる人々に、「如何に解り易く説明するか」ということが学芸員に課せられる大きな

課題である。では、具体的にどのように対応すればよいのか？ 以下、筆者が勤務して

いる博物館での試みを紹介させていただくこととする。

博物館が目指す「ハンディー」な図録とは

国際基督教大学（ICU）博物館は大学附属の博物館であるが、入館者は近隣に住む一般

の方々が8割を占めている。そこで図録の対象としては、申学生以上の大人で、興味は

有るが専門知識はあまり持ち合わせていない人々を想定している。そのため専門用語の

使用を避け、読みにくい言葉にはルビをふり、必要に応じて用語解説をつけるなどの工

夫をしている。しかし、展示室の解説パネルも同様のレベルで書かれているため、社会

科見学で訪れる小学生の要望には対応できていない。近年、学校教育と連携し、小学生

向けのガイドブックやワークシートを用意する博物館が増えてきたが、当館においても
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児童向け図録の刊行が今後の課題である。

 また、国際基督教大学は国際性を理念に掲げ、日本語・英語の2言語の使用を実践し

ていることから、当館における出版物も全て日本語・英語の2言語で発行されている。

国立民族学博物館のように4言語の案内を用意している博物館に比較したら、とても充

分とはいえないが、ほとんどの印刷物を2言語で作成することにより外国からの見学者

のニーズに応じている。日本では博物館の刊行物が日本語のみで出版される例がまだま

だ多いが、特に日本の歴史や文化を紹介する博物館においては、なるべく多くの情報が

正しく翻訳され、出版されることが望まれる。

 しかし、2言語を使用すると分量がどうしても増えてしまう。そこで当館で図録作成

の際に、第1に心掛けていることは「ハンディー」、つまり物理的にも内容も「手頃で

ある」という点である。

 展覧会の図録においては、挨拶文の次に数頁にわたって展示の解説文があり、出品資

料のカラー図版が続く形式が一般的である。しかし、当館の場合はひとつの長い文章で

解説することを避け、幾つかの項目に分けて説明する方法をとっている。たとえば、

『染のかたがみ一文様の展開』Dの図録を例にとると、型紙についての概要を説明するの

に、「型紙とは」「型紙の歴史」「型地紙の工程」「型染の方法」「型染の工程」といった

項目を設け、それぞれの項目を400字程度で説明してみた。次に「突彫」「錐彫」「道具

彫」など技法についての説明は実物の写真と共に掲載し、その他の出品資料は文様別ま

た形態別（2枚型／3枚型など）に紹介し、巻末に用語解説、出品目録、参考文献リス

トを付けた。

 簡単な解説は200字、込み入った内容でも400字というように解説文の文字数を制限

することにより、書く側としては文章の無駄を省きつつ、最小限必要な情報を盛り込む

ことが容易となる。また読む側にどっても項目のタイトルが見出しの役目をはたし、必

要な情報を順不同に取り出すことが出来るのではないだろうか。

 展示会場で立ったまま解説パネルを読む場合に、解説文は150字が集中して読むこと

ができる限界の長さといわれている2）。そのため、博物館では展示解説の際に、できる

限り短い文章の中により多くの情報を盛り込まなければならない。この方法を図録にお

いても取り入れているのである。項目ごとに区切ってしまっては確かに研究論文として

は成り立たないであろう。しかし、一般の人々に興味を持って読んで頂くためには、こ

れもひとつの方法ではないだろうか。勿論、更に詳しい説明が必要な場合は、項目を増

やすことも可能である。

出版の予算に係わる諸問題

次に「ハンディー」であるための、もうひとつの要素として「価格が手頃」であるとい

う点も忘れてはならない。当館では、印刷物の企画、執筆、翻訳からレイアウトまで全
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て当館のスタッフで行なっている。そのため、予算が節約でき、手頃な価格で図録を販

売するζとが可能となった。

 リサーチ・ライティングの出版は、営利目的の商業出版とは異なり、利潤の追求が本

来の目的ではない。しかし、世に出す出版物として体裁を整えていく上で必要となる費

用については、無料で配付される刊行物の場合も含めて不可欠である。これまで、あま

り指摘さ・れることがなかったが、現実には多くの問題がここに起因しているともいえ

る。質の高いリサーチ・ライティングの原稿を書くためには、個々の研究者が研鐙を積

む以外に解決の方法はない。だが、すでに優れた論文が完成したとしても、それを世に

出す場合、予算の違いによって以下のようなケースが考えられる。

（1）予算が潤沢な場合

  企業や公官庁などの出版物に見られるが、この場合、問題は比較的少ないとい

 えるだろう。必要な情報を持った担当者がひとりいれば、それぞれの分野の優れ

 た翻訳家や編集、出版の専門家に高額な費用を支払ってでも業務を委託でき、そ

 の結果、かなりレベルの高い刊行物を作成することが可能だからである。ただし、

決められた年度内に予算を消化する必要に迫られてか、無料で配付される刊行物

 の中’に、必要以上に豪華なものや、誰のための出版物か解らない例が数多く見受

 けられる。これは改善されるべき点であろう。

（2）予算は充分ではないが、優れた担当者がいる場合

  学会の研究紀要など、現実にばこの状況で出版されているケースが大半ではな

 いだろうか。この場合、担当者自身また担当者の知人を含めた人々の献身的な協

力により、「予算の不足分をカバーして優れた出版物を出すことは可能である。し

 かし、本務を抱えながら編集を担当する人の負担は測り知れない。また、専門の

者が係わる場合に比べ、素人が行なうことからくる質の低下の可能性も避けられ

 ない。

（3）予算が無く、優れた担当者もいない場合

  残念ながら、どんなに素晴らしい論文でも、世の中に出ることは難しい。

 以上のような予算の問題を克服し、リサーチ・ライティングが印刷物になったとして

も、次には「本当に必要としている人の手許に届くのか？」という、販売経路や配布方

法のこともあり、問題を数え上げたらキリがない。

 「与えられた頁があるから書く」、「予算があるから出版する」というのではなく、博：

物館で図録を出版する時のように、「誰のため1に書き」、「何のために出版するのか」、
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「いくらなら買ってもらえるのか」というような点を更に考慮することによって、一般

のリサーチ・ライティングの内容や刊行物の質も上がるのではないだろうか。

リサーチ・ライティングから出版まで一国際基督教大学博物館
湯浅町郎記念館の場合

執筆から出版までの問題点

研究者は論文執筆およびその出版によって研究成果を発表するが、日本人の場合、日本

語だけで発表してもその成果は世界の人々にほとんど知られないという状況がある。そ

こで、ほぼ必然的に日本語で書かれた論文は英語等に訳されることになる。ということ

は、論文を出版する過程の中に、研究者である執筆者、それを翻訳する翻訳者、更に校

正及び編集をする編集者が存在するのである。日本の場合、論文の内容やリサーチ・ラ

イティングの能力（英語力）自体の問題の他に、執筆者・翻訳者・編集谷間における問

題にも注目する必要がある。分野が専門的になればなるほど、論文の翻訳者や校正者、

編集者を見つけるのは難しくなり、またそれを出版できる形に整える技術も必要とな

る。

 この問題を解決するために、湯浅八郎記念館では執筆から出版までをデスクトップパ

ブリッシング（DTP）を用いて館内で行なっている。ここでは、小規模博物館におけ

るリサーチ・ライティングから出版までのひとつの形態とその中で直面した問題を紹介

する。

湯浅八郎記念館における出版活動「泰山荘 松浦武四郎の一畳敷の世界』の事例

 湯浅八郎記念館の出版活動の原点は、大学博物館の学芸活動の一環として、見学者や

学生のために日頃の研究の成果を反映するような図録を展示の補助手段として提供する

ことである。また、大学や所蔵コレクションに関連する研究書を出版することもあげら

れる。現在、湯浅八郎記念館には以下の2種類のリサーチ・ライティングを伴う出版物

がある。（表1参照）

（1）館の展示または資料に関する研究から始め、執筆、翻訳（英訳）、編集、レイア

  ゥト・デザインをし、図版以外はほぼ完全版下の形にして入稿し、出版する。

  出版の最初から最後まで、印刷以外のすべてを館内でこなす。

（2）館内外の研究者による英語で書かれた研究があり、それを日本語に翻訳、編集

  し、レイアウト・デザインして出版する。

湯浅八郎記念館の出版物の特色は執筆・翻訳・編集そして出版までのほとんどすべて
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表1 国際基督教大学博物館湯浅八郎記念館刊行物（刊行年，言語，頁数）

  List of Publlcations of the Ha中iro YUasa Memorial Museum（year of publication， languages used， page length）

1．『湯浅八郎記念館．年報』（オη朋α1R超ρo瑠Nos．1－19）． i1984－2002， J／E，46）

2．『展示品解説 考古資料』（σ短漉’o’加浸κ勿θ010g’oα1 Eκ励’∫∫oη）（1984， JIE，

  34）

3．『日本考古学の概要と国際基督教大学構内の遺跡』（珈玩’mぬ。”oη’o

  ．ノ南ワ。ηε5θ・4κ乃αeolo9ソ）（1993， E，32）

4．『蔵品図録 民芸』カラー／白黒（1Cσ施。肋。ルα詔伽〃207’α1協5釧〃琵b1た

  ・4πCo11θα’oη）q989， J／E，62）

5．『蔵品図録 民芸』カラー（∫Cσ1拍6肋。ルα3α漉刑orゴα1協8印吻Fo1耐π

  Co11θo”oη）（1999， JIE，62）

6．『藍染』白黒（加。ηε5ε血読go蹴”1ε5）（lg87， J／E，32）

7．『藍染』カラー（勿αηθ5e加読go距x”1θ5）（1997， JIE，32）

8．『染のかたがみ一文様の展開』（加αηε∫θPgρεア57θηo’1 Dθ5’gη3）（1985， JIE，46）

9．『粧いの道具一柄鏡とお歯黒道具』（Co一溜。守山01θ5’如αηθ3θル毎即雌αη4

  7をθ功一わZαoたθη加gαθη5鉱∫）（1986，J旭，34）

10．『インドネシアの緋』（加4bη83’αη盈傭〃。〃2’乃θ0ぬCo〃θo”oη）（1993， J／E，44）

11．『唐草 湯浅八郎記念館所蔵品にみる日本の文様』（K如α㎞5α一ゆαηε5ε

  7ン。漉ご∫oηα1Dε甜gηノあ。η！緬εルんsε㍑配． Co11εα’oη）（1994， JIE，30）

12．『太田コレクション 鐸』（加αηε3θ3wαガθ襯納戸。〃2伽0∫αCo〃θ6”oη）

  （1997，JIE，43）

13．『刺子とこぎん』（ノ砂。ηθ5θg〃∫1伽g」30訥’ん。α〃げんog’η）（1995， J／E，47）

14．『幾何・器物 湯浅八郎記念着所蔵品にみる日本の文様』（Gεo〃短r’6Pα惚7η5

  α雇Des∫gη（ゾ｛力εη5∫13）（2002， JIE，80）

15．Henly D． Smith II『泰山荘 松浦武四郎の一畳敷の世界』（乃伽η5δ伽4’舵

  δηθ一回’一1～oo〃～）（1993， JIE，260）

16．J． Edward Kidder『法隆寺とその時代』（7加加。＠3εvθη’んEα7か召δワ殉’αη4

  〃3π〃2θ）（1999，E，450）

の工程を館内で行なっていることである。また、これを可能にしたのがDTPの導入で

ある。執筆はしていないが、上記（2）の具体例としてここでは『泰山荘 松浦武四郎

の一畳敷の世界』（以下『泰山荘』）を取り上げる。

 『泰山荘』は湯浅八郎記念館で行ったDTPを用いた出版物の第1号であり、以後刊行

した他の出版物はここで得た経験をもとに発展していったものといえる。今でこそ日英

両三で出版されるものを多く目にするが、1988年に始めてDTPを導入した時点ではま

だ一般的ではなかった。知識も経験も無いまま、試行錯誤を重ねながら260ページの研

究書を足掛け7年の歳月をかけて1993年に刊行した。その間に年間3本の特別展を開

催し、また展示図録2珊（『インドネシアの紡』、『湯浅入郎記念館所蔵品にみる日本の
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文様一唐草』）と年報の刊行などを同時に行なった。

 この研究書の著者は1985年から1987年までカリフォルニア大学東京スタディセン

ター長として来日し、国際基督教大学で教鞭をとられたヘンリー・スミス教授（現コロ

ンビア大学教授）である。教授は大学の敷地内にある泰山荘に注目し、調査を始められ

た。

 泰山荘とは、裕福な実業家によって建てられた別荘で、その中に「一畳敷（いちじょ

うじき）」とよばれる松浦武四郎（幕末明治の探検家で、北海道の名付け親としても有

名）の建てた畳一枚の書斎がある。友人や知人から譲り受けた日本全国の神社仏閣や歴

史的建造物の三二89点を用いて彼はたった一畳の書斎を作ったのである。

 スミス教授は精力的に資料を集め、松浦武四郎が著した文献の英訳をし、細かい注釈

を加えることによって、武四郎が一畳敷に込めた気持ちとその建築過程を解明し、一畳

敷に隠された複雑な歴史を明らかにした。スミス教授の研究には、財団法人三徳庵より

茶道文化学術賞が贈られ、その賞金は出版費の一部としてスミス教授より大学に寄付さ

れた。また、この一畳敷を含む泰山荘別荘地内に現存する6棟の建造物は、1999年7

月16日の文化財保護審議会において国の登録有形文化財となったことを附記しておく。

 大学の構内にある重要でかつ興味深い歴史を持つ施設を紹介するために1988年、『泰

山荘』の出版は決定された。『泰山荘』は、B5判、260ページのソフトカバー、カラー

ページ1枚、折り込みページ1枚、186の図版を含む和英完全対訳の研究上である。第

1部は「泰山荘小史」と題した本論で、第2部はほぼ全体の3分の2にあたる「資料

編」で、一畳敷にまつわる数々の資料を注釈付きで載せたものである。

 『泰山荘』の英文原稿はテキストファイルでアメリカからフロッピーディスクで著者

より郵送された。データは読み取れる形に変換され、その後、館内で分担して英文の和

訳がなされた。

 レイアウトに使用したソフトはクォークエクスプレス（QuarkXpress）日本語版バー

ジョン2．1（その後3．3にバージョンアップ）である。写真や図版はプリントまたはコ

ピーを入稿するという形をとったため、まだ完全版下からは遠い状態であった。ちなみ

に、当時クォークエクスプレスよりもページメーカー（Pagemaker）の方が安価で普及

していたのだが、当初から『泰山荘』は100ページ以上におよぶと想定されていたため、

より細かな作業が可能だったQuarkxpressが選択された。

 使用したフォントは、和文と相性のよい英文フォントを選んだ。基本的に本文には細

明朝体とTimes、資料編にはゴシック体とHelveticaを用いた。長音記号（macron）を

付けられやフォントがなかったため、フォントグラファー（Fontographer）というソフ

トを使って独自にTmacron（これはTimesにmacronをつけることができるようにした

書体）やHmacron（これはHelveticaにmacronをつけることができるようにした書体）

などを作った。
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 また、フォントサイズは和文書体より英文書体の方を若干小さくするように調整し、

ページ上のバランスを整えた。こうすることによって、どうしても和文より長くなる英

文の分量を少なくすることができる。

 完全にバイリンガルな刊行物ということで、横書きにして原則として見開きにしたと

きに左ページに日本語（日本で販売するもの、かつ対象とする読者は日本人であると想

定したため）、そして右ページに英語のテキストを載せた。この時、英文の方が長くな

るので挿図や写真などの図版はすべて左ページ（日本語側）に入れ、右ページの英語と

合うように調節しながらレイアウトをしていった。

 資料編においては『木片勧進』という縦書きの冊子を1ページずつ挿入すると同時

に、細かな部分写真とそのカタログ的な説明を載せた部分などは、友人からの助言をも

とに最低限の原則となるグリッド（レイアウト上の区画）を作成し、．日本語と英語のど

ちらの言語で読んだ場合でも同じように内容を汲み取ることができるように工夫した。

『木片勧進』は松浦武四郎が記した小冊子で一畳敷を作るために集めた木片の目録であ

る。スミス教授は忠実に原文を英訳し、「附随するコメントを付けた。完全なる対訳版を

めざしたために原書を縮小した形で載せ、和文を原典からあたって転載し、さらにスミ

ス教授の英文コメントの和訳を載せた。各ページは2段組にし、見開きにした時にペー

ジの内側の段に『木片勧進』の原文のページを載せ、和文ページにそれ以外の写真も載

せることによって和文と英文の長さを調節した。（図1参照）

DTPを利用した出版形式の利点と欠点

 以上が、『泰山荘』の体裁の概略である。小規模な大学博物館が出版業者を介さずに

できた出版の一例である。翻訳・編集そして出版までのすべての工程を館内で行なうこ

との利点として、まず、どの段階においても第三者が介在しないため、内容の確認や訂

正には素早く対処できることがあげられる。常に理想的な形で対話や意見交換が行える

ため、問題はほとんど生じない。次に、すべてを同時進行形で行えるという利点もあ

る。これは、臨機応変に対処できるということで、最後の最後まで、レイアウト・デザ

インに至った段階でも、まだ改善の余地がある。また、出版のためには純粋に印刷費以

外は何ら特別な予算がかからない、ということも大きな利点であろう。

 しかし、このように必ずしも一貫したやり方が最もよい方法とはいえないことも確か

である。様々な仕事を抱えながらの作業になるため、かなり長い時聞にわたって携るこ

とになる6より良いものを出すた．めに改善し続けてしまうため、締めきりがあまくなっ

てしまうということもあげられる。自己責任を確立し、自己管理をしっかりしなければ

できない作業である。

 そして最も問題である点は、刊行物として積極的に売り込み、市場に出そうとしてい

ないことかもしれない。おそらく出版社であれば刊行物は売れて、読まれるものを出版
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するのが原則なあであろうが、湯浅八郎記念館ではその必要性と意識が希薄なのであ

る。我々の自己満足で終6ていないか、意図が達成されているか否か、常に反省しなけ

ればならないであろう。このような形態で出版を始めて15年が経過したが、今後このよ

うな形態がよいものなのか、時間とコスト、またその内容の質をよく考えてみる必要性

があると思われる。

注
1）国際基督教大学博物館湯浅八郎記念館編、『染のかたがみ一文様の展開』、東京：国際基督

 教大学、1985年。

2）佐々木朝登、「展示を構成する要素と問題点」、『博物館学講座7 展示と展示法』、東京：

 雄山閣出版、1981年。
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